
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】空間図形での三角比の活用の仕方をマスターしよう

□空間図形への応用　～　空間（図形）は平面（図形）で考える
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ド・グアの定理（デカルト・グアの定理）というものもある。（ピタゴラスの定理の三次元版なので四平方の定理とも。検算などに）
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応用例題６）右の図のような　，，

　である直方体がある。

　　　　 の面積を求めよ。

　三角錐の体積を求めよ。

　から に下ろした垂線の⾧さを求めよ。

　三平方の定理により
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　　よって， に余弦定理を適用すると
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　△の面積は　△ 

 

　　よって三角錐の体積は
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　三角錐の体積は
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 とも表すことができるので
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外接円の半径 断面の三角形
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□一般的な四面体の体積　～　外接円の半径　または　断面の三角形　

例題），である四面体に

　　おいて，辺の中点をとし，頂点から△に垂線を下ろす。

　　の⾧さを求めよ。



　　であるから　

　　     

　　　　    

　　であるから
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　     

　　　　    

　　であるから

　　   

　 に余弦定理を使うと

　　　　　　　　　　
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　　であるから
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　 ， ， は

　　いずれも直角三角形で，

　　　，は共通

　であるから，これらの直角三角形は合同である。

　よって　　　　　　

　ゆえに，は の外接円の中心である。

　は の外接円の半径であるから，

　正弦定理により
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　 は直角三角形であるから，

　三平方の定理により
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が求められると…

　 の面積をとすると　 

  

　よって　　 
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と、体積を求めることができる
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 

正面から

下から

断面

  図形と計量【空間図形への応用】　～　















どちらの解き方でも良いですが、教科書は「外接円の半径」で解いています。

　　 ， ， はいずれも直角三角形で，　　　，は共通

　であるから，これらの直角三角形は合同である。　　　　　よって　　　　　　

　ゆえに，は の外接円の中心である。

　は の外接円の半径であるから，正弦定理により　　　　 
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　 は直角三角形であるから，三平方の定理により　　　　　　  
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ここで　点は△の重心　であるから，

::に内分するので
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△で三平方の定理により
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 

　　　      

① ②



 







 





 

正面から 断面

 







下から



①

②

 





 

□正四面体の体積　～　外接円の半径　または　重心の活用

応用例題７）辺の⾧さがである正四面体において，頂点か

ら に垂線を下ろす。

　は の外接円の中心であることを示せ。

　の⾧さを求めよ。

　正四面体の体積を求めよ。

正四面体のとき、は次のように解くことができます。

　　△は正三角形であるから，の中点をとすると

　　であり　△は:: の直角三角形であるから

　:: 　なので　 

 

　同様にして　 

　したがって　断面の△はの二等辺三角形である
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


の逆数を掛ける

○三角比を用いて，直接測ることのできない山の高さなどを求めてみよう。

応用例題８）離れた地点，から，

　　山頂を見ると，，

　　であり，地点から山頂を見た仰角はであった。

　　山頂と地点の標高差を求めよ。

　　 において

　　　　  

　　であるから，正弦定理により
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底

対三角比の定義より


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



　　 はの直角三角形であるから

　　　　　　
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問題の終盤でも、最初に習った

三角比の定義を使うことも多い

直角三角形が出てきたら要注意



  
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問題９）辺の⾧さがの正四面体において，辺の中点を，辺を に分
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　　　      
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




　　　であるから　　 

　　　      

　　　　　    

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

　　　　であるから　　 

　　よって△　について余弦定理について

　　　　


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 






　　なので

　　相互関係より　　　 


 







　　したがって　　 



  




 



 
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演習問題１０）辺の⾧さがの正四面体の体積を，表面積をとする。

　　体積を求めよ。

　　この四面体に内接する球の半径をとすると，



が

　　　成り立つことを示せ。

　　内接する球の半径と体積を求めよ。→　球の表面積を求めよ。



　頂点から底面の正三角形に垂線を下ろす

　 の面積は　　 


 





　正四面体の体積はなので
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　正四面体に内接する球の中心をとする。

　四面体は，点を頂点とし ， ，

　 ， を底面とするつの三角錐に分割で

　きる。つの三角錐の高さはすべてとなるので

　　 

      

　　 



半径の球の

表面積は  （心配ある事情）

体積は　 


 （身の上に心配あると参上）


球の半径と四面体の高さは等しい
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　球の表面積は　
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